
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壁面・道具作り 〇劇の道具は全て子ども達の手作りです！ 

 おはなしで遊んでいると「あ！ひょうたんいるんちゃう？」 

「これつくろうよ！！」と自分たちで意見を出し考えながら 

作りました。 木みたいにざらざら

にしよ！ 
もものきたのしみ～ 

ボンドは端っこま

でぬるんだよ！！ 

ほんものの岩みたい！ 

よいしょ，よいしょ 
ふくにつかないように 

そでまくり～ 
わたしせんにょにする～ 

かごにしようかな，せんすにしようかな 

〇お話が進むにつれそれぞれの登場人物の特徴を捉え， 

想像しながら作る姿がありました。 

春には「どうやってつくるの？」と困っていた子ども達も 

はさみやのりの扱い方を知り，どんどん上手になってきていますよ！ 

ねえ，みてみて 

こんなの作ったんだ～ 

ひまわり組さんに一生懸命説明しています！ 

自分のクラスの劇だけでなく，いろいろなお話に関心をもってくれました！ 

「てぶくろ」や「さんびきのこぶた」「おやゆびひめ」も大好きな子ども達です。 

のりはちょっとだけだよ～ 

いいのできてきたね 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇築山やお散歩に出かけた先の公園…色々な場所で孫悟空になってあそびました。 

いしざるさーんと呼ばれると「うきーっ」とかわいい声が聞こえてきます。 

きをつけてわたってね～ そんごくうすごっ！！ 

いしとびってこんなところかな？ 

〇たくさん遊んだ後はいよいよ舞台へ… 

すみれ組の約束は 

① 大きな声で（セリフを言う） 

② しっかり（お友達のことを）見る 

③ 自分で準備（をする） この３つを合言葉に 

意識して取り組む子ども達でした。 

〇セリフのやり取りもすべて子ども達が決めます！ 

「それいい」「みんなでやってみよ」 

身振り手振りでのびのびと表現していました。 

孫悟空の劇が大好きな子ども達。「やりたい！！」と意欲的で，時には「なんでーやりたかった！！」と涙を流すほどでした。 

おはなしの力を借りて役や相手の気持ちを考え，表現したことをたくさん認められることで自信がついてきたように思います。 


